
市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

平成30年1月時点

★ Ｄ 23 - 8 - 10 （新規事業）

【事業概要及び東日本大震災の被害との関係】

【基幹事業との関連性】

【当面の事業概要】

【事業位置図】※関連する基幹事業:D-23-6

【参考】

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

全体事業費

事業番号

事業費 内　　訳 回答日

備　考

　東北地方太平洋沖地震・大津波により甚大な被害を受けた織笠地区では、防災集団
移転促進事業、土地区画整理事業及び災害復興公営住宅整備事業により宅地と住まい
の整備を行っている。織笠第１団地においては、高台団地の造成で建物が過密化して
いる状況であり、火災発生時の消防水利の確保が重要となっている。
　このことから本事業では、同住宅団地隣接地に消防水利施設（消火栓）を整備する
ことで複数箇所の消防水利を確保し、織笠第１団地及び周辺宅地に対する防災機能を
強化するものである。

事業年度 事業内容

事業費合計

事業費

2,745千円

3,420千円

　本事業は、復興事業により造成された高台住宅団地のために消防水利施設（消火
栓）を整備するものであり、防災集団移転促進事業の効果を促進するものである。

合 計 3,420千円

提 出 済 額

平成30年度事業費

平成30年度
測量試験費 675千円

本工事費

今 回 提 出 額

要綱上の事業名称 復興地域づくり加速化事業

細要素事業名

3,420 （千円）

織笠地区防災集団移転促進隣接地消防水利施設（消火栓）整備事業

3,420千円

区　　分

織笠第１団地 

既存消防水利 

消火栓設置箇所 

織笠第１団地 


